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小屋作業CL 正善 久裕

大がかりなBH修復作業も、今年で 3回日と

なりました。実に私達が丁度入学した年から始

まったわけです力ヽ 今でも鮮明に思い出せる<

あの>B IIの姿は、今となし,て はもう昔のもの

となってこ′まいました。 (<あの>と は、展限

を通して空力現え、抜けた床から草が茂ってい

た蠅

おおまかな作業自体は、一昨年の屋恨の張り

替え、昨年の床の張り替えをもってほぼ終了し

ていたわけで、今回は懸念の雨漏りの修複を中

′tヽに作業をすすめました。 2パーティーぐらい

で一抽二日もあれば |一分こなせる作業でした力ヽ

OBの方々より「月見の宴」をBHでやりたい

との要望を受けたまわりまして、それなら全員

で(予 ってしまおうとなり、今回の小屋作業の計

画を練りました。

連絡不行届きで、昨年同様ボートを渇水期に

出させてしまうなど、不安なスター トをきりま

した力ヽ 準備面ではいろいろな人達が手伝って

くれたおか費 順調に進みました。

9月 21日 より入山。昨年のように日をずらし

て入山することは、今回は一斉下山のため不公

平が生じてしまう。都合のあるものだけが翌日

Dパーティーとして入山することとし、あとの

A, B, Cの 3パーティーが■緒に入山した。

その中でも特にAパーティーには、後から来る

者達のために夜明け (AM4:003か ら入山して

もらい、草刈りをやってもらった。

正午にはボートが舟着場 (テ ン場から随分と

離れていた)に到着し、資材の運搬を始める。

BHの横の恐心碑を修復するということで、40

kgのセメント3袋をそれぞれザックに入れ、交

替で担いだことが印象深い。

小屋の雨漏り修理、その他にとりかかったの

は午後 2時 くらいからであった。屋根のてっペ

んの トタン3枚をきれいに剥がし、梁とB恨板

の隙間にボンド状のシーリング材をながしこむ。

簡単な作業で3時間くらいですんだ。

翌

"日

は、セメントに混ぜる砂利をバケッに

4、 51内霞まれていたので、朝から拾い始めた。

正午に先発隊のOBの方 が々割着され、我々も

‐緒に愁心碑を作る。その後は 明 見の宴」に

向け準備にかかった。

<今後の課題>

おそらく課題と呼べるものは、今回をもって終

了したと思われる。次の2回生の判断である力ヽ

来年は部員全員で小屋作業にあたる必要はない

と思う。壁を塗り直したり、ドアを替えてみた

りなど、上を望めばきりがなく、私個人の意見

ではこれで十分と思う。しいて挙げれこま 以下

の項目ぐらいである。

*今回BHの近くの水場の正確な位置をOBの

方に教えていただいた。BHまで水をホース等

で引いてくることが可能なら、やってみるべき

かもしれない。

*入日から入って左側の窓の上の板が大きく欠

けているので、そのは

ただ、知ってのとおり、BHの同りは草力移

く、湿気が高い。せっかく修復してもこのまま

だとよくないだろう。私としては、年 2、 3回

の周りの草刈りぐらいはやるべきだと思われる。
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牧原 弘明 (3回生 渉外 理 北椰υ

メンバーに意まれ、とっても楽しかった。

小林 俊夫 (3回生 装備 工 群馬勲

平和な山行だった。この幡動を大好きなあの

娘に分けてあげたい。

(コ バヤシ君、これでは去年の感想と同じでは

ないかτシンポないノオ。それとも、「JR」 が

違うんでショカーb   文責  舟田 )

宮本 浩二 (3回生 P― 理 帥

沢の水の誘惑に負けたポク.楽しい後輩に恵

まれた合宿だったかな。

吉原 正敏 (3回生 L審議長 理
'日

11」識

北海道の風景はすべてが広大だった

老田 浩章 (2回生 文 コ :1」馳

1腱 の山は本州と違い、広大な感じがして

最高だった。

川本 幸代 (2回生 教育 岐車職
.

4日 rHlと いぅ短い期間だったがヽ 充実した山

1子でした。

上田 穣 (1回生 工 京都囀

リーダーがむかついたので、おもしろくなか

った。 (ウ ソです。ごめんなさい)

」りll 利枝 (1回生 経済 石川勲

サプリーダーもいやだった。あとは上と同じ。

i口
又、

ョヒア ル プ ス パ ,テ イ ー

正善 久裕 (3回生 副将・

`誨

十 経済 月隣わ

どうしても一つにまとまらず、何度もくじけ

た。

橋本 征治 (3回生 3M議長 理 ヨ自馳

みんなとても疲れていた沢 オンがいたおか

げで楽しかったようだ。

浅野 嘉之 (3回生 L轟 理 ヨ劃職

1、 2年生はとても満足していたは 私自身

とてもよい山行ができた。素晴らしい最後の夏

合宿でした。

小西 陽介 (2回生 文 茨壊尉

今年の夏は冬の山のように真っ白だった。

後藤 秀明 (2回生 文 表現尉
‐

3日 目くらいで下界が恋しくなった。

掛布 真司 (1回生 工 襲劇識

SLのおかげで、楽しかったはずの山行が一。

中野 貴El-7(1回生 文 ラ耐ll哺

もう少しゆ るとよかった。

村井 京子 (1回生 教育 ラ副 ||」尉

いい先輩ばかりでよかった一なんてネ.
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南 ア タ プ ス ゴ醸 ル ヾ__テ ィーー

友野 克利 (3回生 医療 文 静岡尉

天候に恵まれ、とても気持ちの良い面詈力で き

ました。

金吉 史哉 (3回生 BH 理 広島詢

本日は晴天なり、本日も晴天なり。

西馬 由岳 (3回生 BH 工 軸

平3(L、 SLでないヒラの3回生)で楽し

かった。

阪本 京子 (2回生 文 測尋囀

さわやかに山に登ること力tきて、思い出に

残る夏敏 した。          :‐

西日 秀輝 (2回生 文 卿 ll勲

洒落にならないオチをつけてしまったがtす
ごくいいステキな山行でした。

ミリアム 。グリーン (2回生 文 アイルランド)

景色の素晴ラシサ、天気ノ良サ、今マデデー

番最高ノ山行ダッタ.

加磨 竜将 (1麟 法 三菫鶉

天気もよく、ヒゲも伸び、鳥やトンポも楽し

げだった。

哺 雄 (1吐 密 爾

3000m級の■由に登れてよかった

南 ア ノンプ ス 深 南 書
「

パ ー ー ィ  ィ ー

佐川 貴久 (3回生 主将 文 栃木詢

何事もなく平和に終わってよかった。

宇根 悟史 (3回生 L銀 工 州脚わ

ヤプがうすく、ある意味で警刊知ナしたけれ

ど、おもしろい山行でした。

高石
J拓

男 (3回生 トレーナー 経済 新潮

楽しくてよかった。

=浦 永士 (3回生 P韓 法 愛知識

鹿の平でこの世の極棄を見た。

岩倉 里英子 (2回生 工 富山尉

道がないとはなんと心細い事なのでしょう。

/J9 誠司 (2回生 理 広帥

なんか甘ったるい山行だった。

黒須 美代子 (1回な 教育
―

ヤプの合間はさわやかでした。

高岩 伸行 (1回生 理 機利関
｀
いい思い出になった

`

前J11 家 1回生 エ
ー

晴れたのでよかったなあ.

一郷
二

＼

e勢磨墾摘都獅勒

*雨飾山ワンデイハイク 10/14-10/15

」犠 二雨飾山

L小西 SLttLu J淋 吉原 イ坊tJり :l

*95TE/J褻 び月見の宴 10/8-10/24

軋正善 (4回生3人 3回生12人 2回生6人

1回生 6′Ю

前日顧間 OB“人

*カ ヌーフンデイハイク 10/28

適JII

L金吉 SL吉原 自国 後藤 黒須



C)B≦ ミ≦≧言十幸浸雀彗

(平成 7年 7月 1日 ～平成 7年 11月 30日 )

486,000

20,000

666

会計 23期 鳥越

収 入 の 部 》

OB会費納入

寄付、カンパ等

預金利息

計

《支 出 の 部 》

OB会報 (や まざと)No。 3制作費

″       郵送料

東海ワンゲル会活動費兼御祝い

″   参加費 (役員 3名分)

平成 7年度小屋作業援助金 (明細別紙)

月見の宴援助金 (明細別紙)

OB・ 現役 (3年)懇親会

15期横井さん香典

その他諸雑費

506,666

121,939

110,390

30,000

76,992

50,000

69,876

142,900

10,000

6,353

計

《差 引 剰 余 金 》

前回 (7.6.30現在)繰越金

収  入  の  部

支 出 の 部

618,450

2,120,302

506,666

618,450

差  弓1 合  計 2,008,518

上以

事務局より

上記残高中、相当額が今回のBH誌発行補助に支出される予定です。
会費未納の方は、下記郵硬振替日座勤 kき協力をお願いします。
幽 -3-141" 金沢大学ヮンダーフォーゲノ嗜30B会

一
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(別 紙 )

7年:ンドルクハ:イ
ム修理作業、月

収 入 の 部 》

7年度小屋作業援助金

月見の宴参加費 (35名 )

″  寄付等

見の宴会計報告

50,000

105,000

30,000

計

差  
´
弓1 合  計 A   o9,876

―※差引不足金△69,876円はOB会会計より援助金として支出しました。

以  上  ‐

AFJより                           「|‐ ・ 1‐

今回の行事は、月見の宴、愁心碑補供 BH修理を同時ここ1テっており、会計も―lu
を行いました。当日会費は飲食費相当で設定し、他は全OBにもご協力いただいたという

解釈で, OB会会計からの支出て補うことにしました。こ7承下さい。

月見の宴では、お酒 。おつまみ。金封と、多数の差し入れを頂戴ほ 心豊かな時間を過

・ごすことができました。ありがとうございました。           ・ ・
「
 :′・  : 〔

':|:    |::1

支 出 の 部 》    ■

月見の宴食費、酒代

″  連絡費

″  献花代

ベルクハイム修理費、記念碑材料費

現役作業薫、食費、交通費

現役慰労費

その他諸雑費 ― .

185,000

116,877

15,826

3,800

32,870

40,000

20,253

25,250

計

《差 引 不 足 金 》

収  入  の

1支  出  の

部

部

254,876

185,000

254,876

一

『

一



ベージ打ちを終え、最後の編集後記を打って

いたら、「遅くなりました測 と中村さんから

の電話
`近

くの親成のファックスヘ流してもら

むヽ 原稿を入手できました。

15期同期会の折り、上馬さんに使乗させても

らい、 回 の中村さんという人」に原稿を頼

んだ語をしました。すると、彼は同じ生物科の

後輩であること、一緒にイヌワシの調査などで

山へ行ったりしたこと。実嚇 らの依頼に四

日後に加直市へ議演に行くことになっているこ

と (ああ、なんだ人脈つながってたんだ.同じ

県内にいなが吹 知らなし`ばかりにもったいな

―

。中 ホ士天董熙 二 ιま
フ ン グ ル の 土 屋 の こ と で す 。

20B  I卜 Ц卜F‐  jモ]31

ワンゲ羽翔田曖鉦登といえば、近し帥 人

は思い出していただけるかもしれません。それ

が過去の私です.

日本工芸会正会員・          〈

がんぶう)というのが現在の私です.結婚して

中村姓になり、陶芸家としての雅号を元風とし

た為に、全く別人のようになってしまいました

この度k思いもかけず舟田さんより電話があ

り、

「 トイップ大賞おめでとうございます。つきま

してはご活躍の
― 書いてもらえませんかJ`

との御餞頼があり、それではまあ、名前がすっ

かり変わっていることの紹介も兼ねて、何か書

いてみようかと思いたった訳です。

さて、 トイラブ大賞の説明から始めますι 卜
・

イップ大賞というのは、日本青学会場所が将来

を期待できる傑出した若者を表彰するというも

のヽ 利 :l県で毎年5人位0人にあげている賞

です。私が傑出しているかどうかは別にして、

「夏子の酒Jや「妹よ」を書いた水橋文江さん

いことしてるなあ)。 そして、これは軸

に思うし、原稿には書かれていないので補足す

れlざ (さ しつかえがあると↓ム歌 ないので)、

翻 時ヽら交際していた女i生 と続 し、ほ

の祖父の窯を継いだこと。いろいろな作品を焼
いている力ヽ 生物料出身らしく鳥のモチーフ等

も多いこと一等を聞きました。

フングルOBは控え目な方ばかりで、自主的

に原稿を下さる方ば割職 楠屋先輩みたいに私

も耳をダンポにして、書く種のありそうなOB
を探していますが‐‐‐ある日、あなたにも「原稿

ちょ―だ―い」のコールト‐ち

らと‐緒に今年この喘をいただきました。大変

名誉なことだと思っていま―す。    .1
私に

―

していく上で、自分の住

んでいる地域と、九浴競業界があっての仕事だ

という意識があります.それで、地崚と業界の

為になる活動として、モレシャン塾 0ラ ンソ

フーズ〒モレシャンが加賀市でアトリエを持つ

ことに協力し、始まった)や、ギャラリ:=元 (

動 酸 店で,M醐瞑誡欄隣する展示スペ

ース)の運営をしてきました。

また、本業の面で眠 古九答む争に謝 る

という、非常に難しい仕事に挑戦しており、ト

イ,プ起電蒙岬韻D中に その仕準を高く評

価されている方がいららしゃったとのことでし

た。    1          1       :
それらのことを複合して、たくさんの海芸家

の方がいらっしゃる中、― として初めての

受賞とならたのだと思いま丸

―

"一
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次に私の仕事を紹介します。私は嚇芸家とし

て、ロクロも回し、上絵付もするという、何か

ら何まで二人でやるというるタイルで仕事をし

ています。
|

仕事の内容は大きく二つに分かれています。
一つは、古メL谷の写しや古九谷からヒントを得
た、JNlll、 大皿、酒器、花器など絵付された磁

器を造る仕事です。私はこれらの仕事を今九谷
と呼んでいます。九答焼はそもそも装飾品を作
ることが伝統なのです力ヽ 私は「使う」という
ことも考慮に入れて、飾ってもいいし、使って

もいい、というょぅなものを造っています。

もう一つの仕事は、「自己表現」といってぃ

るのですが、人がどう思うということを考えず、

自分の造りたいものを造っているという作品づ

くりです。

二つの仕事共自分にとっては大切な仕事で、
どちらがどうってことはぁりません。

1勝 閥置B開 鵬濾口:蜃 BttEI競 囲目日:

作品の発表は、日本伝統工芸展と、年に2、

.3 ttII開 くI固隈ヵl卜心です。日本伝続工芸展とい

っても馴降みのない方も多いと思いますので、

説明しますと、文イリテ主催の1日 本で唯―の工芸

展で、この震覧会ではくなると、人間国宝にな

るといった展覧会です
=少

俗々っばい説明です

力ヽ その方がわかりよいかと思います。

1 仕事の説明看するときり‐がないので、この辺

で止めます。今後私は、全国のデパート等で、

個展をする機会カザス なると思います。もし、

「中オ寸 元風作陶展」のようなものを見掛けた

ら、1「私」ですので、是非覗いてみて下さい。

石りII県では、多分来年初めての個展をすること

になると思います。   「

九谷焼では、金沢美大出身の陶啜家がほとん

どの中、「金沢大学出身」で頑張ちていますの

で、是非よろしくお願いします。
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満

活
動
も
行
っ
て
い
る
。

二
木
大

一
さ
ん
（３９
）０美
川
町
在
住
の

二
木
さ
ん
は
、町
を
流
れ
る
手
収
川
の
清

浄
と
川
に
援
し
む
活
動
「手
取
ク
リ
ー
ン

カ
ー
ニ
バ
ル
」
の
実
行
委
員
長
と
し
て
活

躍
中
。平
成
５
年
に
は
約
４
０
０
０
人
の

参
加
書
を
集
め
、ウ
ｔ̈
ト
ラ
ッ
ク
●
台
分

の
ゴ
ミ
を
回
収
し
た
。

水
橋
文
モ
だ
さ
ん
（３‐
），高
校
卒
火
後

上
京
し
た
水
機
さ
ん
は
制
団
ｒ
いる
ま
る

行
進
曲
」を
主
宰
。
そ
の
後
、平
成
３
年
に

一
は
脚
本
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、
「要
子

の
酒
≒
妹
よ
」な
ど
全
回
政
送
の
人
気
ド

ラ
マ
の
シ
ナ
リ
オ
を
手
掛
け
て
い
る
。
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またしても「いしっかしい」言い訳つきで、

ご抜露します。この原稿は、中りII氏に印刷原稿

を送り、他の「配下」の皆様にもその後の一連

の連絡事項を指示した後に到着しました。慌て

て中りll氏に訊ねてみると、印刷搬もろもろの都

合で数日後にとりかかる予定とのこと。それで

掲載に間に合いました。

原稿を読んでびっくリー。そもそも:よ 35周

年記念の前の趣意書に同封するOB銘 詢

の折、各期代表に同剛慇簿の送付をお願いしま

した。そ喘 の     :■
剛 に山を続けている人はいませんか?」

の問いに対し、1回囲制Ilさ んからの返事には

「田辺がヒマラヤに行っています」

との一行が添えられていました:それを今頃思
‐いだし、      ‐ ‐_

「原稿ちょ―だ―いJをやったものなのです。

トレッキング、プラスの程度の話のように私は

思っていました。p4に「余りに雪や岩といっ

え動 なi幌,二人は

'■

ちて山ふら議
れてしまう1‐

^」 どころ力ヽ 8000m!いや―、知

らないということは、オソロシイ‐‐Ъ

これはもっとあれこれ問いてみなくちゃと、

黒都市民病院へ電話をかけると

「田辺先生は今オヽ中です。夜中までかかりま

すよ」|‐ ‐   ■‐

そんなら、同期の松林氏ヘーЪ

「また事故かぁ?」

「 ううん、これこれしかじ力、 そんな遠征なら

新間に出ていたはずと思う。調べてみて」

「 う●な 北国新聞ならデーターベースで直ぐ

調べられるけど、富山みたいな―
だと倉庫

に一部残してあるだけだぞ。もしかして1ヒ日本

かなあ。はやけど、どっかの新間社とか、テレ

ビ局が後援していれ:ま 紙面にはでんぞ:」

編集長は、お手数をかけることに恐縮する―‐方

で、そんな次元のことで 躍関日 は

'肖

えてしま

うんか !?報道の使命ってなんや !と憤るので

ありました 船 林氏の落度ではありません)。

結忌 北E弘 富山には出ていなかったそうで

す。続きは次国のお楽しみに一。

富 LLI畜諭 墓

ガ ッ シ

94  11
ゃ ― プ ル ム I峰 運 征

18期 田辺 隆一

富山岳連で:よ '83年ナンガパ′″ ッヾト、'88

年プロードピークに続いて、'94年二つ目の8000.m峰
に遠征隊を送ることになった。いずれもチ

ベットパキスタン国境の山で、カラコルム山脈

の二部である。プロードピーク融な 世界最大

級のパルトロ細 を通り、BCに入ることにな

る。

6月 17日 、イスラマバード着も日中l■47度に

もなるが、湿度は高くないので、日本よりは過

ごし易い気がする。買い出しやプリーフィング

も終え、20日、エアコン付バスで、カラコルム

とヒマラヤの玄関口、スカルドヘ向かう。途中

のカラコルムハイウェイはガードもなく、スリ

′嗜おれ ここで最後の準備を終え、2日、ジー

_ イ7台に隊員13名 と隊荷 3ト ンを積ヘ アスコ

ーレヘ向かう。スカルド=アスコーレ間は、以

前は徒歩で 4日間力功 っヽたとのことで、楽には

なったのだろう力ヽ 日本人的憾覚からすれば、

道路とは呼べない代物にある。

お日、いよいよキャラバン競 。ルートが整

備されたとはいえ、午前も早いうちに行動しな

けれ
`ま

そこかしこから氷解け水が湧いてきて、

渡渉を余儀無くされる。標高騎∞Inのアスコー

レから、5100mのBCまで約 1∞kmの うち、初
-60-
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めの二日間のみ上の上で、後は凸凹の水河上を、

強烈な日差しと、乾燥と、饉 素に苦しめられ

ながら突き進むこと8日 でBCに達する。途中

コンコノンディアからは、K2, プロードピーク、

et etc ‐―‐―。

7月 6日以降、次々に、アメリカ、スペインく

ボスニア、イタリア等の隊も入山し、,大テン

ト村が出現した。C16900m)までは、巨大

なセラックやクレバスが多数あり、非常に危険

で、ヒドンクレパスに輔 した顧 もいた。日

に日にクレバスが口を開けていくため、ルー ト

変更もしばしば:こんな場所を、外国隊は涼し

し弩賭間にイ硬動している。

C2C6400二)までは雪原で特0こ危険はない。

C2のすぐ上の稜線は中国国境規

いよいよ未踏ルートに取り付き岸壁にルート

を伸ばす力ヽ 岩劇魔く支点がとボ ヽまたヽ懸

垂氷河の崩壊が激しく、未踏ル‐ 卜にこだわる

力、 通常ルー トに変更して登頂を最優先にする

か、の選択を迫られた。

Bc撤収は8月 15日、あと10日 しかなし、 後

から来たpl_通 常ルートから続々と登頂

を果たしている中、ルートを変更して、C3(

7400Fn)よ り登項に賭けることになる。

9日 C3に 3名入るもt猛吹雪のため食料燃

料とも魂 12日快晴。頂上直下70度の水壁を

乗り越えて3名 ともに頂上に立つ。c3に帰る

までに5嘲 潤醜 C2からは観 7時間で物

資が届けられた。

二日間で上部キャンプ椒 し、15日 のみ休

熱

帰り9キ ャラノドンは通常ルートであるがt出

水そ途中あ籠の渡1捧壊れたとの情報があり、
ゴンドゴロ峠を通り近道することになった。峠
といってもただの鞍部でも5500mあ り、吹雪の

中、氷河上を行くのは背筋楳 かった。

4日でスカルド着。杏の実がうまい。畑には

イじめ漢 り、 2ケ月の時の流れを感じる。

11年の間をおいてのパキスタンであった。一

部の都市は日本などとほとんど変わらない八

やはリスラムも親存し、田舎へ行けば未だ電気

のない自給自足の生活である。しかし人々の顔

は明るく、日本スカ1忘れてしまった心をしっか

りと持ち続けて生活していた.そ して山々は高

く、人間なぞ我関階ずとばかり揮え立っていた。

左か ら K2、

-61-



編 集 後 記

「このあいだの会報に書いてあったでしょうが !」

「一節ちゃんのは長うて一読まれへん」

書かなければ伝わらず、書いても読まれチ ー私はどうすればよいのでしょうか ?
もちろんこの非情なK.U.氏は編集長の報復を受け、「読まれへん」かもしれない原稿を

書くはめになりました。

いつから無関心は美徳の‐種になったのか―「老兵は語らず、ただ去り行くのみ」は戦

後の急激な変化についていけない者にとって格好のコピーとなりました。しかし、オウム

のようなものを蔓延らせる土壌ともなったのではないのでしょうれ   ,

再離即計uはぁるけれど同麗贈:と いう人はいない一Ъうぷな新趨 ヽ自信とニヒ
ルを漂わせた三回生になり、「私もとうとうOBになってしまいました。」と頭をかく姿

:

を何人も見てきました。私が今もヮングルに魅かれるの:よ それが「人」を育てるクラブ
だからです。 |.
「先達はあらまほしきものなり」と兼好法揃も語りました。示すべきは示し、語るべき

:訴吾リーーそれをどう受けるかは本人次第なのであって、先に生まれた者は伝える労を借し
んではいけないと思いま丸

言葉を使いt文字を使うことで人類は進歩を手にいれたというのに、インターネットで

世界ともつながるという時に、仕方がなしヽとあきらめt疎還を良じとすることが私にはで
きませム OBにはOBの錬 イ嘔ぃから繰り回せるお金があり、現役には、組織と時
間があります。お互いの立場なりの

― 生かして交流してみれば‐Ъ OBになってから
でば影馨を受ける余地は少なく、現役時代こそ力ヽ 情報を生かし、考えられるチ■ンスで

はないか?現役時代に,度もOB会と交流したことがない人がt卒業し社会にもまれてフ
ンゲルが‐翻巨くなった時に、さあこれから親陸しましょうと会報めヽ送りつけら才責:年会

費を請求されたら一どんな気持ちになってしまうものか。一オツロシイ。

そう.いいながら、40周年を共催してく―れる「筈の」現役達はヽ まだ金大生にもなってい

なし、 現役 (現役時代にいる人)との交流といっても、毎度砂上の楼閣一Ъ  1  1  ‐

そんな現実と夢をしっかり見据えて‐‐
1五年の任期の後半戦に入ります。   |      |

編集長  舟田 節子)

PS 会報の原稿はいつでも募集しています:       .

OB`当 幸隈 
「

ボンま ざ と 」  '9 54肇 幸姜

(4■ 妻)
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